












































































































般的であった。例えば図⚒の問いは、OA ＋ OB が一定
のときの AB の中点の軌跡である。OM と ON を OA
＋ OB の半分の長さとするとき、（⚑）P が MN 上にあ

















Ｋ氏ノートでは、円 O の半径を r、BD ＝ d とすると
き、E が最も左に来るのは OD ＝ d － r となるとき、最
も右に来るのは OD ＝ d ＋ r のときであることをてい
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た「機械」で（図⚕）、やはり B が回転するときの D の
運動を尋ねている。Ｋ氏ノートでは、点 B の位置を15°
きざみで点に取り（図⚖の⚑，⚒，⚓，…）、これに対応






問⚔も点 C が AB 間を動くときの F の運動を考えさ
せる問いである（図⚗）。CE ＝ DE ＝ FE を仮定して































































む。問⚑が円外の点 O と円周上の点 P の中点の軌跡、




練習問題⚔で、P, Q がそれぞれ B, C から等速で動く







が円弧上を動くとき△PAB の内心 Q の軌跡を求める。
教科書では∠AQB ＝ 120°を用いるが、ノートでは PQ




















たものが並んでいる。AP の延長上に PQ ＝ PB となる
ようにとった点 Q の軌跡（図18）、A が直線 XY 上を動








いわれた分野が始まるのである。問⚑は「y 座標が x 座




⚕節の問⚑は原点 O からの距離が⚒である点 P の軌
跡、問⚒は原点と点 A(3,2）から等距離にある点 P の
軌跡、問⚓は AB ＝ 6 cm のとき、AP2 ＋ BP2 ＝180






の円周上の点 Q と、Q から x 軸に下した垂線の足 H の
中点の軌跡、同じく⚕はもっと直接的に、原点中心半径
a の円を「上下の方向の弦が b/a になるように縮小」し
たときの楕円の方程式である。
⚖節の問⚑は点 A と直線 l から等距離にある点の軌
跡（放物線）、問⚒は⚒点 A, B からの距離の和が一定で
ある点の軌跡（楕円）、問⚓は⚒点 A, B に対して PA ＝






を F に置き、BF － AA′の長さの糸を B と F′の間に張








P が動くとき、OP 上で QA ＝ QP をみたす点 Q の軌跡
（楕円）、⚓は円 A とそれに交わる直線 l の両方に接す
る円の中心の軌跡（放物線）、⚔は大円 A 内に小円 B が
あるとき A, B 両方に接する円の中心の軌跡（楕円）、⚖
は円外に点 A があり、円周上の点 P が動くとき、OP


















えることに気づく。AH 上で AM ＝⚒cm となる点を M
とすると、△AQM ∽△AHP から∠AQM はいつも直角















で直進南下する B に A から500 km/h で追いつく方法
を、これも具体的な距離などを設けずに尋ねている。
ノートでは問⚒に三つの解答を記している。第一は図26
左のように BC：CD ＝⚔：⚕となるような点 D を AB
上にとり、A を通り CD に平行な直線を引く方法、第
二に同図右のような直角三角形を考え、














∠APB ＝ 40°となる点 P を探す（図27左）。⚒は中心が
⚘cm 離れた半径⚒cm と⚔cm の⚒円の両方に接する半































記述している。⚒は半直線 OA が O を中心にして回転




⚓は⚒点 A, B の距離が⚘cm のとき、AP2 － BP2 ＝
20cm2 であるような P の軌跡、⚔は x 軸上に P、y 軸上
に Q があって OP ＋ OQ ＝ 10 cm の時、PQ の中点の軌





外角の二等分線をそれぞれ PH, PK とするとき、H, K が






関するもので、AB と AC を p cm、残りを q cm という
固定長にし、D を定直線 l 上を動かしたときに E の運
動を問うている（同図右）。具体的な機械から軌跡を考
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第24号／
片岡 啓 ⚒ 校
― 49 ―
える方法は、この教科書で一貫して取り上げられてい
る。AD が最も近いときに DE は最も開き、AD が最も
遠いときその逆になる。問いは「E はどんな線を書く
か」であるが、ノートではまずこの二つの場合について
言及している。図33を参考に考えると AD が p － q の







図34にあるように、A から直線 l に垂線を引くというア
イデアで、それに対して垂線 DD′、および∠E が直角に
なるような線分 EE′を引く。三角形の相似から AE′：













る。⚖は空間内の⚓点 A, B, C から等距離にある点は
「どんな範囲にあるか」、⚗は「四面体には球を外接させ
ることができる。これを証明せよ。」である。⚖を使っ
て△BCD の外心を通り平面 BCD に垂直な直線 OM を




空間図形の12は空間内で平行な⚒直線 a, b をそれぞれ
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図37　8節7の四面体の外接球
